
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：21－041） 

 

１ これまでにパラオ法務省はインドネシアから、第 7 回アワ・オーシャン会

合に向けて合計 10 台のパトカーを寄贈されたが（※SRO News21-034 参照）、

このたび追加で 2 台のパトカーを、センゲバウ副大統領兼法務大臣とイスマエ

ル・アグオン公安局長は、インドネシアから受け取った。。 

原文 

（4th February 2022, Island Times） 

 

２ パラオに日本の NGO Peace Winds Japan(PWJ)の日本人医師 2名と看護師 1

名からなる医療支援チームと医薬品が到着した。パラオ保健福祉省とベラウ国

立病院は、Kensing プロジェクト（※SRO News21-034 参照）のパートナーであ

る PWJ に COVID-19 感染拡大抑制の支援を要請していた。PWJ はこの要請に応え

て医療支援チームの派遣と、迅速抗原検査キット 3,800個、マスク 20,680枚、

フェイスシールド 1,650 個などの必要物資の提供を決定した。PWJ の日本人医

師と看護師は、主にベラウ国立病院の医療従事者を支援するために、今後 2 週

間パラオで働く予定。 

原文 

（8th February 2022, Island Times） 

※参考：在パラオ日本国大使館（リンク参照） 

 

３ パラオ国立海洋保護区（PNMS）に関する運営委員会が開催され、2022 年の

年間作業計画と予算が承認された。承認に基づき、海上警備・魚類野生生物保

護部、水産局、及びパラオ国際珊瑚礁センター（PICRC）が関連プロジェクト

を実行していく。同委員会には、副大統領兼法務大臣、農水産環境大臣、UNDP

常駐代表、PICRC代表らが参加した。4年間 180万ドルのプロジェクトで、パラ

オの漁獲戦略に関する情報を適切に提供するメカニズムの開発を支援し、PNMS

管理のために必要な継続的な資金調達に効果的に取り組むための方策の検討も

含まれている。 

原文 

（8th February 2022, Island Times） 

 

４ 在米マーシャル諸島大使のジェラルド・ザッキオス氏は、バイデン政権が

インド太平洋への関与を優先事項としているにもかかわらず、自由連合盟約

（COFA）の更新交渉がトランプ政権の終結以来、行われていないとロイター通

信に語った。同氏は、その理由として、経済支援を超えて、マーシャル諸島で

の米国の核実験が残したものに対する補償、米軍基地の存在、気候変動の緩和

https://islandtimes.org/vp-moj-and-bps-receive-2-patrol-vehicles-from-republic-of-indonesia/
https://islandtimes.org/medical-support-team-from-peace-winds-japan-a-japanese-ngo-arrived-in-palau-to-assist-medical-workers-addressing-the-covid-19-surge/
https://www.palau.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00398.html
https://islandtimes.org/steering-committee-for-project-to-strengthen-the-pnms-endorses-2022-annual-work-plan-and-budget/


などを含む重要な問題について議論する交渉担当官をバイデン大統領が任命し

ていないからだと述べた。米国高官は先週ロイター通信に対し、同盟国やパー

トナーとの新たな太平洋諸島イニシアチブを開始し、マーシャル諸島、ミクロ

ネシア連邦、パラオとの COFA更新交渉を完了させる予定だと語ったが、時間枠

は示さなかった。 

原文 

（11th February 2022, The Guam Daily Post） 

 

５ マーシャル諸島の Pacific International Inc.（PII）が米国防省から購

入した元米軍艦艇の大型タグボート及び上陸艇 4 隻がマジュロ港に到着した。

PII によると、この地域で稼働する同社のタグボートで同様のサイズ・運用範

囲を有するのものは無く、このタグボートを使用すれば、以前は断らざるを得

なかったものを含むほぼ全てのサルベージ業務を実行できると説明した。 

原文 

（11th February 2022, Marshall Islands Journal） 

 

６ 日本はフィジーに対する 2 つの無償資金協力協定（約 600 万ドル相当）を

締結した。水産業、農業及び水路のための重機の購入に充てられ、災害が発生

した際の復旧・復興やフィジーの国家開発に使用される。 

原文 

（9th February 2022, Fijian Broadcasting Corporation） 

※参考：フィジー政府（リンク参照） 

 

７ パプアニューギニアのマラペ首相は五輪冬季大会開会式参加のため北京に

到着した 2 月 4 日、COVID-19 検査で陽性となった。翌 5 日に李克強首相とオン

ライン会談し、共同声明で両国が貿易、投資、エネルギー、資源およびインフ

ラについて協力を強化することに合意したと発表した。同首相は、9 日から 11

日にフランスで開催されるワン・オーシャン・サミットに出席し、フランスの

マクロン大統領と面会することになっていたが、取り止めた。 

原文 

（6th February 2022, Reuters） 

 

８ トンガで 19 日、新たに 24 人の新型コロナウイルス感染が確認され、現在

の感染者数は 196 人、累計は 234 人となった。（※20 日が期限となっていた）

ロックダウンについて、首相は緩和して 7 日間延長することを発表した。小規

模店舗は午前 6 時から午後 6 時まで営業が許可されるが、大規模店舗は次週の

営業再開前に COVID-19順守計画を提出する必要がある。レストランやカフェも

営業が許可されるが、持ち帰りに限定される。午後 6 時から午前 6 時までの夜

間外出禁止令は継続される。政府施設は全て再開されるが、復帰する職員数は

COVID-19 プロトコルの順守をアドバイスする部門の判断によって異なる。学校

は在宅学習が継続されるが、教育省は暫定の週として、学校での授業再開の可

https://www.postguam.com/news/pacific/marshall-islands-talks-on-us-military-access-have-stalled/article_87fe1ede-8a2c-11ec-8011-73b34b0187f0.html
https://www.fbcnews.com.fj/business/fisheries-and-agriculture-grant-from-japan/
https://www.fiji.gov.fj/Media-Centre/News/JAPAN-FORMALISES-GRANTS-FOR-PROVISION-OF-EQUIPMENT
https://www.reuters.com/world/asia-pacific/pngs-pm-marape-tests-positive-covid-19-beijing-cancels-france-trip-2022-02-06/


能性を決定するために様々な措置を検討する。海底ケーブルの修理については、

首相は 20日までに完了するはずだと述べた。 

原文 

（19th February 2022, Matangi Tonga） 

原文 

（21st February 2022, Radio NZ） 

 

９ シンガポール海事港湾庁（MPA）とインドネシア海運総局（DGST）は、政

府職員の人材育成に関する協力覚書の 3 年延長に合意した。この延長により、

両者の協力は 17年になる。これまでに約 1,600人の職員を対象に、約 100のプ

ログラムやワークショップを開催しており、IMO の条約に定める航行安全や海

洋環境保護、海事分野のリーダーシップ育成などがワークショップの重点分野

に含まれている。 

原文 

（10th February 2022, Port Technology） 

 

https://matangitonga.to/2022/02/19/24-new-covid-19-case-lockdown-restrictions-relaxed
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/461861/tonga-eases-lockdown-restrictions
https://www.porttechnology.org/news/maritime-authorities-of-indonesia-and-singapore-sign-mou/


 

 

 

 


